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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】透明性及び光拡散性能に優れていると共に、擦
れ強度及び引張強度に優れた農業用フィルムを提供する
。
【解決手段】直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層１
３と、前記層１３の上又は上方に配置された、エチレン
－酢酸ビニル共重合体を含有する層１２と、前記層１２
の上又は上方に配置された、ポリエチレンを含有する層
１１とを備える農業用フィルムであって、前記層１３、
前記層１２又はその両方が雲母を含有し、前記雲母の平
均粒子径が５～４０μｍの範囲内であり、かつ前記農業
用フィルム全体に対する雲母の含有量が０．３～１００
重量％の範囲内である農業用フィルム。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層（Ａ）と、
前記層（Ａ）の上又は上方に配置された、エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する層（
Ｂ）と、
前記層（Ｂ）の上又は上方に配置された、ポリエチレンを含有する層（Ｃ）と
を備える農業用フィルムであって、
前記層（Ａ）、前記層（Ｂ）又はその両方が雲母を含有し、
前記雲母の平均粒子径が５～４０μｍの範囲内であり、かつ
前記農業用フィルム全体に対する雲母の含有量が０．３～１００重量％の範囲内である
農業用フィルム。
【請求項２】
前記層（Ａ）が含有する合成樹脂全体に対する前記直鎖状低密度ポリエチレンの含有量が
６０～１００重量％の範囲内である請求項１に記載の農業用フィルム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全光線透過率及び光拡散性能に優れていると共に、擦れ強度及び引裂強度に
優れた農業用フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　軟弱野菜（例えば、ほうれん草、小松菜など）の栽培においては、太陽光からの光線量
を十分に透過させ、かつ直射光線の透過を抑えながら、その一方で散乱光線を多く取り入
れる必要がある。これは以下の理由による。まず、太陽光からの光線量が不足すると作物
の発育不良などの問題が生じる。一方、直射光線が多いと、ハウス内部の温度が上昇して
、前記軟弱野菜を栽培した場合には葉焼け現象（葉に急激に温度が加わり、葉が焼けてし
まう現象）などの障害が生じたり、ハウス又はトンネル内に影が発生して生育に違いが生
じるという問題があった。これらの問題を解決するために、多層フィルムに無機物を添加
する技術が開示されている。（特許文献１）
【０００３】
　一方、従来より、農業用フィルムが風でめくれないように、農業用フィルムを固定する
目的でマイカー線が汎用されているが、強風により農業用フィルムとマイカー線と擦れ合
い、農業用フィルムが損傷するという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－７０７０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載の農業用フィルムのように、無機物を添加すると、透明性及
び拡散性能が低下することに加えて、擦れ強度及び引裂強度も低下するという虞がある。
　本発明は、透明性及び光拡散性能に優れていると共に、擦れ強度及び引張強度に優れた
農業用フィルムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、
直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層（Ａ）と、
前記層（Ａ）の上又は上方に配置された、エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する層（
Ｂ）と、
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前記層（Ｂ）の上又は上方に配置された、ポリエチレンを含有する層（Ｃ）と
を備える農業用フィルムであって、
前記層（Ａ）、前記層（Ｂ）又はその両方が雲母を含有し、
前記雲母の平均粒子径が５～４０μｍの範囲内であり、かつ
前記農業用フィルム全体に対する雲母の含有量が０．３～１００重量％の範囲内である
農業用フィルム、
により前記課題が解決できることを見出し、更なる研究の結果、本発明を完成するにいた
った。
【０００７】
　本発明は、次の態様を含む。
項１．直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層（Ａ）と、
前記層（Ａ）の上又は上方に配置された、エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する層（
Ｂ）と、
前記層（Ｂ）の上又は上方に配置された、ポリエチレンを含有する層（Ｃ）と
を備える農業用フィルムであって、
前記層（Ａ）、前記層（Ｂ）又はその両方が雲母を含有し、
前記雲母の平均粒子径が５～４０μｍの範囲内であり、かつ
前記農業用フィルム全体に対する雲母の含有量が０．３～１００重量％の範囲内である
農業用フィルム。
項２．
前記層（Ａ）が含有する合成樹脂全体に対する前記直鎖状低密度ポリエチレンの含有量が
６０～１００重量％の範囲内である請求項１に記載の農業用フィルム。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の農業用フィルムは、透明性及び拡散性能に優れていると共に、擦れ強度及び引
裂強度に優れるので、強風等に曝される屋外の過酷な環境においても農業用フィルムとし
て長期間使用できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の農業用フィルムの一態様の概要を示す断面図である。
【００１０】
　［層（Ａ）］
　層（Ａ）は、直鎖状低密度ポリエチレンを含有する。
【００１１】
　本発明の農業用フィルムは、層（Ａ）は、直鎖状低密度ポリエチレンを含有することに
より、優れた擦れ強度および引裂強度を有する。
【００１２】
　直鎖状低密度ポリエチレンは、Ｚｉｅｇｌｅｒ触媒や、メタロセン触媒などのシングル
サイト系触媒を用いて、エチレンとα－オレフィンとを共重合して得られ、α－オレフィ
ンの種類や量を調整することによって密度範囲を制御することができる。
【００１３】
　なお、α－オレフィンとしては、プロピレン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセ
ン、４－メチル－１－ペンテン、１－ヘプテン、１－オクテンなどが挙げられる。α－オ
レフィンは、単独で用いられても、二種以上が併用されてもよい。
【００１４】
　層（Ａ）は、直鎖状低密度ポリエチレン以外の合成樹脂を含有してもよく、かかる合成
樹脂としては、例えば、直鎖状低密度ポリエチレン以外のエチレン系樹脂が挙げられる。
他のエチレン系樹脂としては、例えば、低密度ポリエチレンが好ましい。
【００１５】
　層（Ａ）における直鎖状低密度ポリエチレンの含有量が低すぎると、農業用フィルムの
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引裂強度及び擦れ強度が低下する虞がある。したがって、前記層（Ａ）が含有する合成樹
脂全体に対する前記直鎖状低密度ポリエチレンの含有量は、好ましくは６０～１００重量
％の範囲内であり、より好ましくは６５重量％以上であり、更に好ましくは７０重量％以
上である。
　層（Ａ）は、好ましくは、層の構造を形成する合成樹脂として直鎖状低密度ポリエチレ
ンのみを含有する。
【００１６】
　層（Ａ）に用いられる直鎖状低密度ポリエチレンの密度は、０．８９０～０．９４５ｇ
／ｃｍ３が好ましく、０．８９５～０．９２５ｇ／ｃｍ３がより好ましい。
　当該密度が低過ぎると、層（Ａ）ひいては農業用フィルムの擦れ強度が不十分となる虞
や、畳んで保管する際などにブロッキング（融着）現象が発生する虞がある。一方、当該
密度が高過ぎると、層（Ａ）ひいては農業用フィルムが硬くなりすぎて、農業用フィルム
の擦れ強度が低下する虞がある。
【００１７】
　なお、本明細書中、合成樹脂（例、直鎖状低密度ポリエチレン、エチレン－酢酸ビニル
共重合体（ＥＶＡ）、ポリエチレン）の密度とは、ＪＩＳ　Ｋ７１１２　「プラスチック
－非発泡プラスチックの密度及び比重の測定方法」に準拠して測定された値を意味する。
【００１８】
　層（Ａ）に用いられる直鎖状低密度ポリエチレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）は、
０．３～３．０ｇ／１０分が好ましく、０．８～３ｇ／１０分がより好ましい。
　当該ＭＦＲが小さ過ぎると、層（Ａ）の成膜性が低下する虞がある。また、当該ＭＦＲ
が大き過ぎると、層（Ａ）ひいては農業用フィルムの擦れ強度が低下する虞がある。
【００１９】
　なお、本明細書中、合成樹脂（例、直鎖状低密度ポリエチレン、エチレン－酢酸ビニル
共重合体（ＥＶＡ）、ポリエチレン）のＭＦＲとは、ＪＩＳ　Ｋ７２１０「プラスチック
－熱可塑性プラスチックのメルトマスフローレイト及びメルトボリュームフローレイトの
試験方法」に準拠して、温度１９０℃、荷重２１．１８Ｎの条件で測定されたメルトマス
フローレイトの値を意味する。
【００２０】
　直鎖状低密度ポリエチレンは、好ましくは、
密度が０．８９０～０．９４５ｇ／ｃｍ３の範囲内であり、かつ
メルトフローレートが０．３～３．０ｇ／１０分である。
【００２１】
　層（Ａ）は、好ましくは雲母を含有する。雲母については、後述する。
【００２２】
　層（Ａ）の厚さは、好ましくは４．５～４５．０μｍの範囲内であり、より好ましくは
７．５～３７．５μｍの範囲内である。当該厚さが薄すぎると引裂強度が低下する虞があ
り、一方、厚すぎると透明性を低下させる虞がある。
【００２３】
　［層（Ｂ）］
　層（Ｂ）は、前記層（Ａ）の上又は上方に配置され、エチレン－酢酸ビニル共重合体を
含有する。
　層（Ｂ）は、好ましくは層の構造を形成する合成樹脂としてエチレン－酢酸ビニル共重
合体のみを含有する。
　層（Ｂ）に用いられるエチレン－酢酸ビニル共重合体のメルトフローレートは、好まし
くは０．３～３．０ｇ／１０分の範囲内である。
【００２４】
　層（Ｂ）に用いられるエチレン－酢酸ビニル共重合体の酢酸ビニル含有量は、好ましく
は４～３０重量％の範囲内であり、より好ましくは５～２０重量％の範囲内である。
　当該酢酸ビニル含有量が低過ぎると、農業用フィルムの引裂強度が低下する虞がある。
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一方、当該酢酸ビニル含有量が高過ぎると、農業用フィルムの擦れ強度が低下する虞があ
る。
【００２５】
　層（Ｂ）に用いられるエチレン－酢酸ビニル共重合体の密度は、好ましくは０．９００
～０．９５０ｇ／ｃｍ３の範囲内であり、より好ましくは０．９２０～０．９４５ｇ／ｃ
ｍ３の範囲内である。
　当該密度が低すぎると、引裂強度が低下する虞がある。一方、当該密度が高すぎると、
農業用フィルムの擦れ強度が低下する虞がある。
【００２６】
　層（Ｂ）に用いられるエチレン－酢酸ビニル共重合体のメルトフローレート（ＭＦＲ）
は、好ましくは０．３～３．０ｇ／１０分の範囲内であり、より好ましくは０．８～２ｇ
／１０分の範囲内である。
　当該ＭＦＲが小さ過ぎると、層（Ｂ）の製膜安定性が低下する虞がある。一方、当該Ｍ
ＦＲが大き過ぎると、層（Ｂ）ひいては農業用フィルムの引裂強度が低下する虞がある。
【００２７】
　層（Ｂ）は、好ましくは雲母を含有する。雲母については、後述する。
【００２８】
　層（Ｂ）の厚さは、好ましくは１９．５～１９５．０μｍの範囲内であり、より好まし
くは３２．５～１６２．５μｍの範囲内である。当該厚さが薄すぎると引裂強度が低下す
る虞があり、一方、厚すぎると透明性を低下させる虞がある。
【００２９】
　［層（Ｃ）］
　層（Ｃ）は、前記層（Ｂ）の上又は上方に配置され、ポリエチレンを含有する。
　層（Ｃ）は、好ましくは層の構造を形成する合成樹脂としてポリエチレンのみを含有す
る。
　層（Ｃ）に用いられるポリエチレンとしては、例えば、低密度ポリエチレン、中密度ポ
リエチレン、直鎖状低密度ポリエチレンなどが挙げられる。ポリエチレンは、単独で用い
られても、二種以上が併用されてもよい。
【００３０】
　これらのポリエチレンの中でも直鎖状低密度ポリエチレンが好ましい。直鎖状低密度ポ
リエチレンによれば、農業用フィルムに優れた擦れ強度および引裂強度を付与することが
できる。
【００３１】
　直鎖状低密度ポリエチレンとしては、層（Ａ）について述べたものと同様のものを用い
ることができる。
【００３２】
　層（Ｃ）に用いられるポリエチレンは、直鎖状低密度ポリエチレンと、他のポリエチレ
ンとを組み合わせであってもよい。他のポリエチレンとしては、例えば、低密度ポリエチ
レンが好ましい。
【００３３】
　層（Ｃ）に用いられるポリエチレンにおける直鎖状低密度ポリエチレンの含有量が低す
ぎると、農業用フィルムの引裂強度及び擦れ強度が低下する虞がある。したがって、当該
含有量は８５重量％以上であることが好ましく、ポリエチレンが直鎖状低密度ポリエチレ
ンのみからなることがより好ましい。
　層（Ｃ）に用いられるポリエチレンの密度は、０．８９０～０．９４５ｇ／ｃｍ３が好
ましく、０．８９５～０．９２５ｇ／ｃｍ３がより好ましい。
　当該密度が低過ぎると、層（Ｃ）ひいては農業用フィルムの擦れ強度が不十分となった
り、畳んで保管する際などにブロッキング（融着）現象が発生する虞がある。一方、当該
密度が高過ぎると、層（Ｃ）ひいては農業用フィルムが硬くなりすぎて、農業用フィルム
の引裂強度が低下する虞がある。
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【００３４】
　ポリエチレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）は、０．３～３．０ｇ／１０分が好まし
く、０．８～３ｇ／１０分がより好ましい。
　当該ＭＦＲが小さ過ぎると、層（Ｃ）の成膜性が低下する虞がある。一方、当該ＭＦＲ
が大き過ぎると、層（Ｃ）ひいては農業用フィルムの引裂強度及び擦れ強度が低下する虞
がある。
【００３５】
　層（Ｃ）の厚さは、好ましくは６．０～５０．０μｍの範囲内であり、より好ましくは
１０．０～５０．０μｍの範囲内である。当該厚さが薄すぎると引裂強度が低下する虞が
あり、一方、厚すぎると透明性を低下させる虞がある。
【００３６】
　［雲母］
　本発明の農業用フィルムは、前記層（Ａ）、前記層（Ｂ）又はその両方に雲母を含有す
ることにより、適度の光線透過性と、散乱特性を有するとともに、擦れ強度を発揮するこ
とができる。
　雲母の種類は限定されず、白雲雲母、黒雲母、セリサイト等の天然雲母であっても合成
雲母であってもよいが、透明性の観点より、白雲母およびセリサイトを用いることが好ま
しい。
　雲母の平均粒子径は、散乱光線透過率及び全光線透過率を共に良好なものとし且つ農業
用フィルムの引裂強度や破断点強度などの機械的強度の低下も防止することができる点で
、５～４０μｍが好ましく、８～３０μｍがより好ましく、１５～２０μｍが特に好まし
い。
【００３７】
　農業用フィルム全体に対する雲母の含有量は、０．３～１０重量部に限定される。これ
により、散乱光線透過率及び全光線透過率を共に良好なものとし、且つ農業用フィルムの
引裂強度や破断点強度などの機械的強度の低下を防止できる。
【００３８】
　本発明の農業用フィルムの各層は、必要に応じて、その物性が著しく損なわれない範囲
において、ヒンダードアミン系光安定剤、熱安定剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、滑剤、
及び顔料等を含有してもよい。
　前記ヒンダードアミン系光安定剤としては、従来公知の任意のものを使用できる。その
具体例としては、コハク酸ジメチル－１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン重縮合物、テトラキス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ポリ｛
［６－［（１，１，３，３－テトラメチルブチル）アミノ］－１，３，５－トリアジン－
２，４－ジイル］［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ］ヘキサ
メチレン［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ］｝等が挙げられ
る。これらは単独で使用しても、２種以上を併用してもよい。
【００３９】
　前記熱安定剤としては、従来公知の任意のものを使用できる。その具体例としては、カ
ルボン酸の金属塩、フェノール系抗酸化剤、及び有機亜燐酸エステル等のキレーターが挙
げられる。これらは単独で使用しても、２種以上を併用してもよい。
　前記酸化防止剤としては、従来公知の任意のものが使用できる。酸化防止剤は、通常、
前記熱安定剤としての効果を兼ね備えるものが多い。その具体例としては、カルボン酸の
金属塩、フェノール系抗酸化剤、及び有機亜燐酸エステル等のキレーターが挙げられる。
これらは単独で使用しても、２種以上を併用してもよい。
【００４０】
　前記紫外線吸収剤としては、従来公知の任意のものが使用できる。その具体例としては
、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、サリチル酸エス
テル系紫外線吸収剤、及びシアノアクリレート系紫外線吸収剤等が挙げらる。これらは単
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独で使用しても、２種以上を併用してもよい。ベンゾフェノン系紫外線吸収剤としては、
例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾ
フェノン、２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキ
シ－４－メトキシベンゾフェノン、２，２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾ
フェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５－スルホベンゾフェノン等が挙げられる。
また、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－
５’－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’
－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔｅｒｔ－ブ
チル－５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ
－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－
（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）が挙げられる。
　前記滑剤としては、従来公知の任意のものが使用できる。その具体例としては、ステア
リン酸アマイド等の飽和脂肪酸アマイド、エルカ酸アマイド及びオレイン酸アマイド等の
不飽和脂肪酸アマイド、並びにエチレンビスステアリン酸アマイド等のビスアマイド等が
挙げられる。これらは単独で使用しても、２種以上を併用してもよい。
【００４１】
　本発明の光拡散性農業用フィルムの厚さは、薄すぎると機械的強度が低下する虞があり
、逆に厚すぎくなると裁断、接合、展張作業等が困難になり、取扱い性が低下する虞があ
る。従って、当該厚さは、好ましくは３０～３００μｍの範囲内であり、より好ましくは
５０～２５０μｍの範囲内である。
【００４２】
　本発明の農業用フィルムは、本発明の農業用フィルムの性質が著しく損なわれない限り
において、層（Ａ）、層（Ｂ）、及び層（Ｃ）以外の１以上の層（本明細書中、単に、他
の層と称する場合がある）を備えてもよい。当該他の層は、本発明の農業用フィルムの任
意の位置に配置され得る。
　図１に本発明の農業用フィルムの一態様を示す。
　図１中、本発明の農業用フィルム１０は、
直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層（Ａ）１３と、
前記層（Ａ）の上に配置された、エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する層（Ｂ）１２
と、
前記層（Ｂ）の上に配置された、ポリエチレンを含有する層（Ｃ）１１と
を備えている。
【００４３】
　［製造方法］
　本発明の農業用フィルムは、多層インフレーション法、多層Ｔダイ法、多層ラミネート
法、カレンダー法などの従来公知の積層フィルムの製造方法を用いて製造すればよい。
【００４４】
　なかでも、積層体の製造方法としては、各層を構成する成分をそれぞれ別々の押出機内
で溶融混練させることにより溶融状態の樹脂組成物を得た後、それぞれの押出機から溶融
状態の樹脂組成物を円形の多層ダイスに供給し、円形の多層ダイスから溶融状態の樹脂組
成物を共押出して円筒状のフィルムを製膜すると共に、この円形の多層ダイスの中心部か
ら圧縮空気を供給し、共押出製膜された円筒状のフィルムを周方向に延伸することによっ
て農業用フィルムを製造する多層インフレーション法が好ましい。
【００４５】
　層（Ｃ）の一面に流滴層を形成する場合、好ましくは、層（Ａ）、層（Ｂ）、及び層（
Ｃ）を備える積層体を形成した後、流滴剤を用いて流滴層を形成する。
　流滴剤の調製方法としては、例えば、水系媒体、バインダー樹脂、コロイダルシリカ、
及びコロイダルアルミナを混合し、更に必要に応じて他の添加剤を添加したことにより混
合液を得、この混合液を攪拌することにより流滴剤を得る方法が挙げられる。このような
方法によって、水系媒体及びバインダー樹脂中に、コロイダルシリカ及びコロイダルアル
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ミナが分散している流滴剤が得られる。混合液の撹拌は、ホモジナイザーなどの公知の方
法を用いて行うことができる。
【００４６】
　そして、積層体の層（Ｃ）の一面に流滴層を形成する方法としては、特に限定されず、
例えば、流滴剤を、グラビアコーターなどのロールコート法、バーコード法、ディップコ
ート法、スプレー法、はけ塗り法などの塗工方法により、農業用フィルムの内層（Ｃ）の
一面に塗布した後、乾燥させる方法が挙げられる。
【００４７】
　層（Ｃ）の一面に塗布した流滴剤の乾燥方法としては、自然乾燥法又は強制乾燥法のい
ずれでもよい。強制乾燥法としては、例えば、熱風、赤外線、及び遠赤外線などを用いた
加熱乾燥法が用いられる。
【００４８】
　層（Ｃ）の一面には、流滴剤を塗布する前に防曇流滴剤の塗布性を向上させるために、
コロナ処理、プラズマ処理、オゾン処理、火炎処理、化成処理、及びプライマー処理など
の表面処理が行われていてもよい。
【００４９】
　本発明の農業用フィルムは、従来の農業用フィルムと同様に使用することができ、透明
性及び光拡散性能に優れていると共に、擦れ強度及び引裂強度に優れるので、強風等に曝
される屋外の過酷な環境においても農業用フィルムとして長期間使用できる。
　本発明の農業用フィルムは、層（Ａ）側を外向き（太陽光線や風に、より強く曝される
側）、及び層（Ｃ）側を内向き（例えば、植物の栽培に用いられる場合、植物側にして）
にして好適に用いられる。
【実施例】
【００５０】
　以下に実施例を挙げて本発明の態様を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例に
のみ限定されるものではない。
【００５１】
　（実施例１）
　１．層（Ａ）形成用樹脂組成物の調製
　直鎖状低密度ポリエチレン（１）（密度０．９２０ｇ／ｃｍ３、ＭＦＲ０．８ｇ／１０
分、ダウケミカル社製商品名「エリート５１００」）１００重量部、白雲母（山口雲母社
、商品名「ヤマグチマイカＡ－２１　平均粒径２２μｍ」4重量部、光安定剤（ＨＡＬＳ
：ＢＡＳＦジャパン社、商品名「ＴＩＮＵＶＩＮ７８３」）０．７重量部を、第１押出機
に供給して溶融混練することにより溶融状態の層（Ａ）形成用樹脂組成物を得た。
【００５２】
　２．層（Ｂ）形成用樹脂組成物の調製
　エチレン－酢酸ビニル共重合体（３）（酢酸ビニル含有量２０重量％、ＭＦＲ１．５ｇ
／１０分、密度０．９４１、東ソー社製商品名「ウルトラセン６３１」　密度０．９４１
）１００重量部、赤外線吸収剤（共和化学工業株式会社製商品名「ＤＨＴ－４Ａ」）７．
５重量部、ヒンダードアミン系光安定剤（ＢＡＳＦジャパン社、商品名「ＴＩＮＵＶＩＮ
７８３」）０．７重量部、第２押出機に供給して溶融混練することにより溶融状態の層（
Ｂ）形成用樹脂組成物を得た。
【００５３】
　３．層（Ｃ）形成用樹脂組成物の調製
　直鎖状低密度ポリエチレン（１）（密度０．９２０ｇ／ｃｍ３、ＭＦＲ０．８ｇ／１０
分、ダウケミカル社、商品名「エリート５１００」）１００重量部、光安定剤（ＨＡＬＳ
：ＢＡＳＦジャパン社、商品名「ＴＩＮＵＶＩＮ７８３」）０．７重量部を、第３押出機
に供給して溶融混練することにより溶融状態の層（Ｃ）形成用樹脂組成物を得た。
【００５４】
　４．積層体の形成
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　次に、第１～第３の押出機のそれぞれから溶融状態の樹脂組成物を円形の多層ダイスに
供給し、円形の多層ダイスから溶融状態の樹脂組成物を、層（Ａ）、層（Ｂ）、及び層（
Ｃ）がこの順に積層一体化された状態となるように共押出製膜することにより円筒状のフ
ィルムを得ると共に、円形の多層ダイスの中心部から圧縮空気を供給して、共押出製膜さ
れた円筒状のフィルムを周方向に延伸した後、冷却空気により円筒状のフィルムを冷却し
、円筒状のフィルムを切り開いて巻き取ることにより、層（Ａ）（厚さ２２．５μｍ）、
層（Ｂ）（厚さ９７．５μｍ）、及び層（Ｃ）（厚さ３０．０μｍ）がこの順で積層一体
化された積層体、すなわち農業用フィルムを得た。
【００５５】
　（実施例２～比較例１２）
　表３に記載の配合割合（単位：重量部）で、実施例１と同様にして、各農業用フィルム
を得た。
【００５６】
　以下の項目について、以下の評価方法によって、前記実施例及び比較例の農業用フィル
ムを評価した。結果を表３（表３－１、表３－２）に示す。
【００５７】
　［評価方法］
（１）全光線透過率
　ＪＩＳ　Ｋ７１０５に準拠した方法にて全光線透過率を測定した。
（２）拡散透過率
　ＪＩＳ　Ｋ７１０５に準拠した方法にて全光線透過率、ヘーズを測定し、下記計算式に
より算出した。
　拡散透過率＝（全光線透過率×ヘーズ）／１００
　使用機器：日本電色工業社、ＭＤＨ２０００
（３）弾性率
　ＪＩＳ　Ｋ７１２７に準拠した方法にてにて測定した。
　使用機器：引張試験器、島津製作所社、ＡＧＳ－Ｊ
（４）引裂強度
　ＪＩＳ　Ｋ７１２８－２に準拠した方法にてにて測定した。
　使用機器：エルメンドルフ引裂強度測定器、東洋精機製作所社、エルメンドルフＤ型
（５）擦れ強度
　試験台にマイカー線（石本マオラン社：製品名「マイカ線(黒)」）２０ｃｍを取り付け
、荷重を掛ける摩擦子部分に１ｃｍ２のフィルム片を取り付け、往復距離１２０ｍｍ、往
復速度３０ｃｐｍ、荷重２Ｎの条件により、フィルム片とマイカー線を擦りつけ、フィル
ムに穴が空いた時点までの往復回数を計数した。
　使用機器：学振型磨耗試験機、東洋精機社、学振型磨耗試験機　Ｓ型
【００５８】
　［良否判定］
　各評価項目の良否比判定は、次の通りである。
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【表１】

【００５９】
　［材料］
　使用した材料は、次の通りである。表中、ＶＡは酢酸ビニル含量である。
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【表２】

【００６０】
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【表３－１】

【表３－２】

【符号の説明】
【００６１】
農業用フィルム　１０、
ポリエチレンを含有する層（Ｃ）　１１
エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する層（Ｂ）　１２
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直鎖状低密度ポリエチレンを含有する層（Ａ）　１３

【図１】
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